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教科書等
はじめての計測工学（改訂第2版）
　南 茂夫・木村一郎・荒木 勉 共著　㈱講談社　2600円+税

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

講義内容より、中間、期末に試験を行う。また、都度の授業を復習するために、各授業の最後に小テ
ストを行う。
中間試験35％、学期末試験45％、授業態度（出席率、小テスト等）20％で合計１００％とする。総合評
価で60点で合格とする。

計測値の信頼性と
データの取扱い

計測の不確かさ、　不確かさの合成、　最小２乗法の考え方、　トレーサビリティ

後期末試験 全範囲に亘って出題する。
試験解答・解説 試験問題の解答例の紹介と解説

信号変換と処理 計測量の電気信号への変換
信号変換と処理 電気信号のアナログ計測と処理
信号変換と処理 電気信号のディジタル計測と処理、　計測システムと信号の流れ

物質を測る（１） 機器分析の原理、　元素を測る
中間試験 第8回までの範囲で出題する。
物質を測る（２） 気体を測る、　複雑な化合物を測る、　放射線を測る

物体を測る（４） 強さ、硬さを測る、　流体を測る
状態量を測る（１） 流体圧力を測る
状態量を測る（２） 温度を測る

物体を測る（１） 度量衡単位、　距離を測る

物体を測る（２） 長さを測る

物体を測る（３） 動き、振動を測る、　力、トルク、動力を測る

後期オリエンテー
ション

概要　授業方針、評価方法・授業概要
計測工学と計測法の基礎、計測とは、計測の基本方式
計測器の性能、計測誤差、負荷効果

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

工学の基本科目をベースに修得する計測工学の各項目を応用する能力を備え、社会の要求に応える姿勢を身に着けるこ
とを目標とする。
各種機械的現象を理解し、機械的測定と、電気的信号へ変換して測定量を得る方法を取得する。
その際、正確さと精密さ、分解能、誤差が存在することを念頭に置く。

授業計画

　　授業の概要

産業の発展は使用される機械の機能・性能の向上によって成される部分が大きい。計測技術の向上は機械の高精度化に
繋がる。
そこでは測定対象物の物理量を正確に測定する方法を確立し、測定結果を分析して測定物の特徴を明らかにすることが要
求される。
本講義では、計測工学の基本を学び応用できるようにする。

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

伊東　正頼

機械工学科
Instrumentation
Engineering

1履修単位 ITOH Masayori

５年

科目

計測工学 後期

担当


